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② 「中核的な概念」の深い理解から「統合的な
理解」「総合的な発揮」へ、最後の問題点は？

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか
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次期学習指導要領の基盤としての
『論点整理』（2025年9月25日）

① 深い学びの実装

② 多様性の包摂

③ 実現可能性の確保

① ②

③
現行の学習指導要領

「道半ば」
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『論点整理』（2025年9月25日）
と
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に対応させた深い学び

・⽯井英真 (2020). 授業づくりの深め⽅−「よい授業」をデザインするための５つのツボ− ミネルヴァ書房
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初発の思考や行動

統合的な理解
総合的な発揮

START

（例：中学生の歴史）「明治政府はどのように国づくりを進めたのだろうか」（帝国書院）
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最後の問題点

１「見方・考え方」との関係

２ 高次の資質・能力の「高次」はどこまで？
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（問題１） との関係

なぜここで見方・考え方？

・「見方・考え方」は深い学びの最終目標
である

・各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をな
すものであり（＝教科の本質）、児童生徒
が学習や人生において「見方・考え方」を
自在に働かせることができるようにするこ
とにこそ、教師の専門性が発揮される

・統合的な理解・総合的な発揮の先に「見
方・考え方」の習得がある

『小学校学習指導要領解説（総則編）』平成29 [2017]年7月

深い学び統合的な理解
総合的な発揮
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社会的事象やその言説を、
地域の空間的な広がり、時
期や時間の経過、事象や
人々の相互関係などに着目
して捉え、より社会の形成
に向けて課題を多角的に考
え、根拠に基づき公正に判
断すること

「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

社会の見方・考え方（小学校）
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（問題２） 高次の資質・能力の はどこまで？

社会的事象やその言説を、
地域の空間的な広がり、時
期や時間の経過、事象や
人々の相互関係などに着目
して捉え、よりより社会の
形成に向けて課題を多角的
に考え、根拠に基づき公正
に判断すること

高次の資質・能力

高次の資質・能力は
中核的な概念層まで

考え方１

高次の資質・能力は
見方・考え方まで

考え方２

社会の見方・考え方（小学校）



13『教育課程企画特別部会（第6回）』資料１（2025年4月25日）

現行の学習指導要領での説明

１

２



14『教育課程企画特別部会（第6回）』資料１（2025年4月25日）

２

統合的な理解
総合的な発揮１

・着目
高次の資質・能

力を導く視点

次期学習指導要領に向けた修正
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『論点整理』（2025年9月25日）

１

１ 中核的な概念等による学習指導要領の内容の
構造化で学びの深まりを一層具体的に示す

３

３ 従前の見方・考え方の整理は、見方・考え方が
資質・能力の一部と誤解される遠因となっていた
ことから改善を図り、見方・考え方は、資質・能
力（中核的な概念等を含む）の育成を的確な方向
性に導くとともに、よりよい社会や幸福な人生に
繋げていく学びの本質的な意義として整理する。

２ 各教科等の資質･能力が身に付く中で、様々な
世の中を見る視点や考え方が豊かになり、よりよ
い社会や幸福な人生に繋げていけることを見方・
考え方によって示す

２
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「見方・考え方を働かせて」という言い回しが問題だった

• 「見方･考え方に着目させて」の間違いではないのか？

• 学習者に、働かせるほどの「見方･考え方」がすでに備わっているな
ら、新たな学習は要らない

定義

「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」とい
うその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である

→「見方・考え方が資質・能力の一部と誤解される遠因となっていた」

『小学校学習指導要領解説（総則編）』平成29 [2017]年7月
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審議まとめの方向性




